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(1) 環境問題を地球規模でとらえる考え方は,1972年にスウェーデンのストックホル
ムで開かれた会議で急速に広がった。この会議名。

国連人間環境会議

(2) 1980年代になると,環境は経済や社会の発展の基盤であり環境をそこなうことな
く開発することが持続的な発展につながるというとらえ方。

持続可能な開発

(3) 1992年にブラジルのリオデジャネイロで行われた会議。今日の地球環境問題に
関する世界的な取り組みに大きな影響を与えるようになった。

国連環境開発会議(地球
サミット)

(4) 温室効果ガスの排出量が増大し、地球全体として地表,大気,海水の温度が上昇す
ること。

地球温暖化

(5) 太平洋の赤道付近で海面水温が高くなる現象。 エルニーニョ現象

(6) 地球温暖化の防止については,1992年の地球サミットで何という条約が採択され
たか。

気候変動枠組み条約

(7) 1997年の第3回締約国会議(京都会議)では,二酸化炭素の排出抑制についてはじめ
て法的な拘束力をもった何が採択されたか。

京都議定書

(8) クリーン開発メカニズム(CDM)や排出量取引などの手法。 京都メカニズム

(9) 2015年に発展途上国を含む国際社会全体が削減に取り組むための新たな枠組み パリ協定

(10) オゾン層の保護については,1992年に「オゾン層保護のためのウィーン条約」で
オゾン層を破壊するカの強い特定フロンの全廃が決まった議定書。

オゾン層

(11) (10)の破壊の原因の一つである化学物質。 モントリオール議定書

(12) 石炭や石油,天然ガスなどの化石燃料の使用にともなう硫黄酸化物や窒素酸化物に
よる大気汚染によって引き起こされる,強い酸性を示す雨。

酸性雨

(13) 砂漠化の防止と国際的な協力を進める条約。 砂漠化対処条約の

(14) 特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約。 ラムサール条約

(15) 1973年に採択された,絶滅のおそれのある動植物を保護するための条約。 ワシントン条約

(16) 1992年には,生物の多様性の保全と生物資源の持続的利用などを定めた条約。 生物の多様性に関する
条約

(17) 2002年に,地球環境問題への取り組みに対する評価と今後の課題について議論す
るための会議。

持続可能な開発に関す
る世界首脳会議

(18) 2012年に開催された,グリーン経済への移行によって持続可能な社会を形成して
いくことなどが議論された会議。

国連持続可能な開発会議

(19) 二酸化炭素の排出の少ない社会。 低炭素社会

(20) 非政府組織をアルファベット三文字で。 NGO

(21) 民間非営利組織をアルファベット三文字で。 NPO

(22) 人間と自然の関係,現在の世代と将来の世代の間(世代間)の関係,個の行動と地球全
体の関係のあり方などを問うこと。

環境倫理
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資源・エネルギー問題①

�2

第１節　現代社会の諸問題
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(1) 熱源や動力になる石炭や石油といった化石燃料などを、何資源というか。 エネルギー資源

(2) 化石燃料や鉱物資源は,埋蔵量に限りがあるのでいずれは格渇する。このような資
源。

枯渇性資源

(3) 産出地域にかたよりがあるがある資源。 資源の偏在性

(4) 半導体の材料などに使われる稀少金属。 レアメタル 
（レアアース）

(5) 1960年代に石炭から石油がエネルギー資源の中心になり、発電・自動車・暖房
などの燃料,化学製品の原料などとして,広く使われるようになったこと。

エネルギー革命

(6) 1970年代の石油危機をきっかけに,使われるようになった,天然ガスや原子力など
のエネルギー。

石油代替エネルギー

(7) エネルギーを安定的に供給でき発電時に二酸化炭素を排出しない反面,人体に有害
な放射線を大量に発生させる発電方法。

原子力発電

(8) ウラン鉱石の加工,核燃料としての使用,使用済み核燃料の再処理と再使用,廃棄ま
での一連の流れ。

核燃料サイクル

(9) 2011年の東日本大震災で妣応落融(ろしんようゆう)が起きた発電所。 福島第一原子力発電所

(10) 発電時に二酸化炭素を排出しないエネルギー。太陽光,風力,波力,地熱,潮力,バイオ
マスなどがある。

再生可能エネルギー

(11) 化石燃料に課税する炭素税など,環境悪化の原因となるものの排出や消費の抑制の
ために課す税。

環境税

(12) 発電とともに蒸気や熱などを同時に利用すること。 コージェネレーション

(13) 電気自動車や低公害車,燃料電池,蓄電池などの開発が行われており,それらの技術と再生可
能エネルギーを組み合わせて,情報通信技術で効率的に運用する省エネ型の都市。

スマートシティ
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科学技術の発達と生命①
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(1) 終末医療のなかで尊厳死や安楽死を認めるべきか,出生前診断や着床前診闘によっ
て生命の誕生を操作すべきか,などの問題を考えていこうとすること。

生命倫理 
（バイオエシックス）

(2) 生命の尊厳(SOL)」だけでなく,どのように生きるかを重視すること。 クオリティ・オブ・ライフ
（QOL）

(3) 1997年にが施行された,「臓器移植の脳死と臓器移植場合に限って脳死が人の
死」とされることになった法律。

臓器移植法

(4) 医師が病状や治療内容を正確に説明して患者の納得と同意により治療を進めるこ
と。

インフォームド・ 
コンセント

(5) 生物学（バイオロジー）と技術（テクノロジー）による造語。 バイオテクノロジー

(6) 遺伝情報をカタカナで。 ゲノム

(7) 遺伝子組みかえをアルファベット２文字で。 GM
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情報化の進展と生活①

�4

第１節　現代社会の諸問題
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(1) 対面でおたがいに話をするというコミュニケーション。
パーソナル・ 
コミュニケション

(2) 新聞やラジオ,テレビといったメディア。 マスメディア

(3)
マスメディアを通して大量の情報が不特定多数の大衆に伝達されるコミニュケー
ション。 マスコミニケーション

(4) 情報のはたらきが大きな意味をもつようになった社会。 情報化社会

(5) 伝えられる情報の意図を読み取り、その真偽や価値を主体的に判断する能力。 メディア・リテラシー

(6) コンピュータ技術とネットワーク技術の融合。 情報通信技術

(7)
インターネット上で、利用者どうしが情報を送受信することで成り立つメディア
のこと。 ソーシャルメディア

(8) 規模がけた違いに大きな情報。 ビッグデータ

(9) 知的創作活動から生み出されるものに対する権利の総称。 知的財産権

(10) 仮想現実の世界。 バーチャル・リアリティ

(11) インターネットを使いこなす人と、そうでない人との情報格差。 デジタル・デバイド
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